
 

この度、本会に多方面から多くのご臨席を賜りました皆様に、

発起人の一人として改めて心より感謝申し上げます。 

また、この祝賀会に本当に何も関わらないで終わっていた私に

この原稿の依頼をしてくれた山田広報委員長「ありがとう～ね」 

最後に、江森副会長これからも奥様とお二人で新しい『夢』に

向かってお互いを労り合って歩んで行く背中を私達後輩に見せ

続けて下さい。 

 

 
 

◇「ロジ研第３回オープンセミナー」 
副本部長・研修委員長 伏見  健次 

〔台東支部 上野運送(株)〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め三橋事務所の協力を得まして３０名近くの一般参加者を交え、

総勢１００名を超える方に参加いただきました。 

講演では生産者一人あたりの付加価値を高めることが、すなわ

ち生産性向上との観点から所得創出のプロセスを用い、詳しくわ

かりやすい説明でお話いただきました。また、インフラ整備の重

要性を、我々トラック業界を例にモノを移動する際の付加価値創

出のためには高速道路等の重要性、すなわち公共投資の重要性を

ご説明いただきました。 

アベノミクスから３年が経とうとしている中、今尚デフレから

の脱却を成し得てない今の日本に、こうしたインフラ整備に力を

注ぎ、生産性向上のサイクルを如何に生み出していくことの重要

性を説明いただきました。 

 

 
［オープンセミナー会場内様子］ 
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◇「江森東副会長 黄綬褒章叙勲祝賀会」 
副本部長・研修副委員長 西野 毅 

〔城東支部 (株) 誠和〕 
 

この祝賀会を大いに盛り上げて頂きましたロジ研の皆様には心

より感謝申し上げます。 

実は、この度の祝賀会は私も他の副支部長同様に発起人の一人

として本会の裏方に回り、色々な準備が有る中で支部長から何を

頼まれるのか不安と期待が入り混じる中、私なりに心の準備をし

ていたのです。しかし、結局一ヶ月以上何のオファーも無いまま

気付いたら祝賀会は始まっていました。 

発起人代表でもある鈴木支部長は、人には向き不向き適材適所

がある事をしっかりと『見極めているんだな～』と、改めて感心

致した次第です。 

どんな団体でも責任を取るトップは慣れ合いで仕事を進めては

いけない。“切り時は切る”最近よく聞く東ト協的な言い方をする

なら『城東支部のガバナンスはしっかりと機能している』と言う

事です。 

祝賀会の始まりは会場中央の扉が開かれ、そこに江森御夫婦の

登場から始まり、その入場シーンは御二人の結婚披露宴の様に私

には映りました。そこから正面中央の壇上に向かう途中にロジ研

の皆さんの円卓が数卓あり、その脇をお二人が通る時はひと際大

きな拍手と「おめでとう」の大きな掛け声で、さながらキャンド

ルサービスを盛り上げる冷やかし半分、祝福半分で地元のやんち

ゃな先輩の結婚式を再現した様な光景でした。素直に満面の笑顔

で拍手を送る面々の表情を見るに、我々ロジ研会員にとって本当

に身近な所に居る私達の『夢』を体現し、見せてくれる先輩だか

らこそ人気者なんだなと感じました。 

 

 
［入場の様子］ 

 

そして、挨拶のトップとして発起人代表の鈴木支部長が壇上に

上がり、先ず江森さんと固い握手を両手で交わしマイク前へ。挨

拶している後ろ姿をジッと見つめて『タケ頼むよう～』と心の声

が聞こえるようで、支部長は挨拶が終わり席に戻り一言、「俺ちょ

っとグッと来ちゃって一つ言う事忘れちゃったよ」。支部で苦楽を

共にしてきた名コンビの、ほのぼのとした一場面も有りました。

（何を言い忘れたかは未だ不明です。） 

山崎区長のご挨拶には奥様に対しての労をねぎらう言葉が有り

ましたが、副会長に成られてからは大変多忙な日々を送られて来

た事は私達も傍で見て来ました。その間、奥様をはじめご家族の

方々による健康管理や御自身の会社の経営など、副会長を務める

陰で一方ならぬご苦労をなされて来られた御夫婦に対して、陛下

からの黄綬褒章の叙勲なのかと私なりに理解致しました。 

会も終盤を迎える頃、ふと江森さんのテーブルに目をやると、

疲れているのか少し寂しそうな江森さんの姿を一瞬見て、やはり

御本人は一番に大髙会長に今日の晴れの姿を見てい頂きたかった

のだろうなと察するところではありました。 

 
［講師 三橋貴明氏］ 

３月１１日（金）東京都トラック総

合会館にて今年度３回目となります

オープンセミナーを開催いたしまし

た。今回のセミナーは年間テーマであ

ります「使命の実現」をメインテーマ

に、講演テーマ「日本経済の行く末」

について作家で経済評論家の三橋貴

明氏をお招きしご講演いただきまし

た。今回のセミナーは業界の現状を広

く一般の方々にも知っていただくた

め三橋 
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その結果を聴いて、いつもロジ研で親しくさせて頂いている

方々は、やはり皆さん精神的にも経済的にも余裕の有る方達なの

か私の席に千円、二千円と中には三千円も私に渡してくれる方ま

で、皆さんのお祝いの気持ちなので私も素直に頂きました。一部

には少し不満そうな顔つきで「ハイ」と渡す方もいましたが、普

段の強面キャラだけに人前で喜びを素直に出せない“恥ずかしが

りやさん”なんだなと感じつつも、その瞳の奥には「おめでとう」

といういつもの優しい人柄が見えていました。 

浅井副会長、原副会長、松本本部長、鈴木新宿支部長、更には

武井広報副委員長等の方々より過分なご寄付を賜り、より盛上り

を増したコンペに成りました。改めまして、心より感謝申し上 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇「東京マラソン初チャレンジ」 
ロジ研会員 吉本 商一 

〔足立支部 八千代運輸(有)〕 
 

「パーン」乾いた号砲とともに無数の紙吹雪が前方で舞ってい

る。ランナー達も待っていたかのように前に進んでいく。もうす

ぐ自分もスタートだ、心なしか心臓も高鳴っている気がする。 

今年で１０回目の記念大会となる東京マラソンに初めて参加

した。今では世界６大マラソン大会に指定されるほどメジャーに

なったこの大会は、国際色も豊かに思い思いのメンバーが参加し

ているに違いない。自己ベストタイムを狙う人、東京の景色を楽

しむ人、そんな中私はと言うと、とにかく完走できれば最高とい

う情けないランナーだったろう。 

いざスタートすると周りのランナーにつられてどんどん走っ

てしまい、気が付けば品川の折り返し地点。こんなオーバーペー

スではとペースを落とすともう上げられない。残り２７km を何

とかしのいで無事ゴールできたが、これは周りの応援無くしては

絶対にできなかったことだ。家族の応援、仲間の応援、沿道に駆

けつけてくれた人達の応援、本当に力になった。感謝以外の言葉

は見つからない。 

もし、もう一度参加するチャンスがあるなら、その時はもう少

し楽しんで走れるように挑戦したい。被り物でも用意しようかな

(笑) 

 
［２月２８日（日）東京マラソン参加者］ 

 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》 
  3/23(水)16:00～ 第 2回経営者セミナー(東ト総合会館 7階) 

※ロジ研の皆様おなじみの川村先生です。 
  3/28(月)16:00～ 第 5回経営者実務ｾﾐﾅｰ(東ト総合会館 4階) 
○ 4/18(月) ロジ研正副(東ト総合会館) 
○ 5/16(月) ロジ研幹事会(東ト総合会館) 
  6/ 6(月) 青年部総会 
○ 6/13(月) ロジ研総会 

6/14(火) 女性部総会 

◇「第７回ロジ研チャリティゴルフコンペ」 
副本部長・企画委員長 石井 秀男 

〔文京支部  (株) 寿運送〕 
 

さる３月６日（日曜日）埼玉県の石岡ゴルフクラブにて、第 7

回ロジ研チャリティゴルフコンペが開催されました。 

当初、当日の天気予報は雨でしたが、皆様の普段の行いの良さ

で晴天となり、気温も上昇しすっかり春のゴルフ日和となりまし

た。ご参加くださいました浅井副会長、女性部のみなさん、青年

部のみなさん、誠にありがとうございました。景品につきまして

も、各自が持参して頂いたおかげで、盛大な表彰式となりました。

各表彰者は、優勝 西野毅（城東支部）、準優勝 藤倉泰徳（足

立支部）、第３位 佐久間恒好（練馬支部）、ＢＧ 佐久間恒好（練

馬支部）、ＢＢ 天野直人（青年部）以上です。 

特に素晴らしかったのが、７６でＢＧを獲得した佐久間さんの

ｉｎコ－ス３４！４バ－ディ－は圧巻でした。お風呂場でもその

話で持ち切りでしたよ。 

引き続き来年度も第８回ゴルフコンペを計画する予定です。今

回、参加できなかった方も是非次回の参加をお待ちしておりま

す。 

最後になりましたが、参加選手の皆さん、お疲れさまでし

た！！ 

 

 
［チャリティゴルフ参加者］ 

 

◇「ロジ研チャリティゴルフコンペ」 
副本部長・研修副委員長 西野 毅 

〔城東支部 (株) 誠和〕 
 

３月６日（日曜日）開催の当コンペ。事前の天気予報に反し、

午前９時のスタート前からうっすらと晴間も見え、風もまたプレ

ーには殆ど影響の無い程度で、スタート前に予想通りだったのは

やっぱり私が一番遅れて受付をした事ですかね！ 

１番スタートのティーグランドの周りでは、前後の組が和気

藹々と互いに褒め合い貶め合い、ミスショットには拍手を持って

盛り上がり、ナイスショットにはブーイング。後ろのパーティー

にからかわれながらも個々には闘志を秘めてスタートして行く、

人間味に溢れたロジ研コンペならではの何時もの光景でした。 

闘志を秘めた中には先日の東京マラソンを１０キロでリタイ

アしたが為に、身体と懐が病んでしまった足立の自称高田純次さ

んが、練習グリーン横の芝生に寝転び意欲満々ストレッチに励ん

でおりました。 

途中汗ばむ陽気のなか、全員無事にプレーも終わり、毎度粛々

と終わらないパーティーの始まりです。表彰パーティーは石井企

画委員長の司会で始まり、主催者を代表して松本本部長の挨拶の

中でご本人のゴルフ史上最も多叩きをしたそうですが、スタート

ホールでのティーショットはカート道で跳ねてフェアウエイに

戻ったそうで、私のウルトラクイズ一問目はハズレ！このクイズ

の楽しみも殆ど無くなり、次に順位発表へ。司会者が今日の発表

は「下から行く？上から？」と、皆の希望を聴く中で、私は「ど

っちでも良いよ俺には関係ないし…」では、今日は“上から”行

きます。そして、サプラ～イズ！では発表します。アウト４７「え

っ」ちょっと尻が浮き、イン４４。しっかり立って周りを見渡し

「オレだけ」と、同時に西野さんで～す！「ヤッタ」 

 

 

 

げます。 

結びに、幹事の石井企画委員長、緋田さ

ん、村山君お疲れ様でした。「楽しかった

です」 

今回優勝候補の村山君、ロジ研コンペで

優勝するには先ずメンタル面を強化しな

いとネ。昼休みにお酒おごってくれたら要

注意、１０倍返しは心するように…。その

中で優勝できたという事は長きに渡り皆

様に鍛えて頂いた結果と、感謝申し上げま

す。 


